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PTA 個人情報取扱規程 

第１条 目的 
この規程は、 PTA（以下、「本会」という。）が保有する個人情報の適正な取扱
いの確保と の な を るため、個人の を保護することを目的に、PTA 会員名簿及
びその他の個人情報データベースの取扱いについて定めるものとする。 

第２条 定義 
この規程における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 
（１）個人情報：生 する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生 その他の記

又は個人別に れた 号、記号その他の 号により当該個人を 別できるもの（当該情報の
では 別できないが、他の情報と容 に 合することができ、それにより当該個人を 別でき

ることとなるものを含む。）をいう。 
（２）保有個人情報：本会が開示、訂正、追加、削除、 用の 止、 及び第三者への提供の 止を

うことのできる 限を有する個人データであって、その が明らかになることにより、本人
又は第三者の生命、身体又は財産に が及 おそれがあるもの、又は違 しくは 当な
を し、又は するおそれがあるもの以外をいう。 

（３）本人：前項の個人に関する情報により 別 となる特定の個人、又は 成 者個人の保護者を
いう 

（４）会員：本会を構成する者をいう。 
（５）役員：本会の役員会を構成する者をいう。 

第３条 責務 
本会は、個人情報保護に関する 等を するとともに、実施するあら る事業を通じて個人情報の
保護に努めるものとする。 

第４条 個人情報保護 者 
本会における個人情報保護 者は、本会会 とする。 
２ 個人情報保護 者は、本会における個人情報の収集、 用、 および保 ならびに開示および

訂正の に対し、適正に する責務を う。 
３ 個人情報保護 者は、複数の個人情報保護 者を置くことができる。 者は、個人

情報保護 者の のもとにその 務を する。 
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第５条 目的の 定 
本会は、個人情報を収集するときは「個人情報保護方針」に基づき、あらかじめその個人情報の種類、

用目的、 用 提供方 等を めて記録する。 

第６条 個人情報の収集 
本会は、個人情報を収集するときは、あらかじめその個人情報の 用目的を め、本人に明示する。な
お本会は、要配慮個人情報（思想、信条および宗教に関する個人情報ならびに社会的差別の原因となる
個人情報）については取得しないものとする。 

第７条 個人情報の の制限 
本会は、収集した個人情報を事前に定めた目的以外に 用しない。ただし次の各号のいずれかに該当す
るときはこの限りではない。 
（１） に基づく場合 
（２）人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困

難であるとき 
（３）公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同

意を得ることが困難であるとき 
（４）国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が の定める事務を することに

対して する必要があり、本人の同意を得ることにより当該事務の に支障を及ぼすおそれ
があるとき 

第８条 個人情報の  
個人情報保護責任者は、個人情報の安全確保および正確性の維持のため、次の号に掲げる事項について
適正な措置を講じなければならない。 
（１）紛失、破損その他の事故防止 
（２）改 および の防止 
（３）個人情報の正確性および最新性の維持 
（４） 要となった個人情報のす かな廃 または  
２  本会は、個人情報の取扱いの全部又は一部を本会以外の者に委託するときは、原則として委託契約

において、個人データの安全 について受託者が講ず き措置を明らかにし、受託者に対する必
要かつ適 な を うものとする。 
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第９条 第三者への提供の制限 
本会は、収集した個人情報は、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者へ提供しない。ただし次の各号
のいずれかに該当するときはこの限りではない。 
（１） に基づく場合 
（２）人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困

難であるとき 
（３）公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同

意を得ることが困難であるとき 
（４）国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が の定める事務を することに

対して する必要があり、本人の同意を得ることにより当該事務の に支障を及ぼすおそれ
があるとき 

２ 次に掲げる場合において、当該個人情報の提供を受ける者は、前項の規定の適用については、第三
者に該当しないものとする。 

（１）本会が 用目的の 成に必要な 内において個人情報の取扱いの全部又は一部を委託する場合 
（２）個人情報を特定の者との で共同して 用する場合であって、その びに共同して 用 れる

個人情報の項目、共同して 用する者の 、 用する者の 用目的及び当該個人情報の に
ついて責任を有する者の氏名又は名 についてあらかじめ本人に通知し、又は本人が容 に知り
得る状態に置いているとき 

３ 本会は、前項第２号に規定する 用する者の 用目的又は個人情報の について責任を有する者
の氏名又は名 を する場合は、 する内容について、あらかじめ本人に通知し、又は本人が
容 に知り得る状態に置くものとする。 

第１０条 第三者からの提供 
本会は、第三者から個人情報の提供を受けるときは「第三者の氏名」「第三者が個人情報を取得した経
緯」「提供を受ける対象者の氏名」「提供を受ける情報の項目」「対象者の同意の有無」について確認し
記録する（事業者でない個人から提供を受ける場合は記録 要とする）。ただし次の各号のいずれかに
該当するときはこの限りではない。 
（１） に基づく場合 
（２）人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難

であるとき 
（３）公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同

意を得ることが困難であるとき 
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（４）国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が の定める事務を することに
対して する必要があり、本人の同意を得ることにより当該事務の に支障を及ぼすおそれ
があるとき 

第１１条 保有個人情報の開示請求 
本会は、本人から当該本人に係る保有個人情報について、書面または口頭により、その開示（当該本人
が 別 れる個人情報を保有していないときにその を知ら ることを含む。以下同じ。）の申し出が
あったときは、身分証明書等により本人であることを確認の上、開示をするものとする。ただし、開示
することにより次の各号のいずれかに該当する場合は、その全部又は一部を開示しないことができる。 
（１）本人または第三者の生命、身体、財産その他の を するおそれがある場合 
（２）本会の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合 
（３）他の に違反することとなる場合 

第１２条 保有個人情報の訂正または削除請求 
本会は、保有個人情報の開示を受けた者から、書面または口頭により、個人情報の訂正、追加、削除ま
たは 用 止の申出があったときは、 用目的の 成に必要な 内において遅滞なく調査を い、そ
の結果を、申出をした者に対し、書面により通知するものとする。 
２ 本会は、前項の通知を受けた者から 申出があったときは、前項と同 の を うものとする。 

第１３条 情の  
本会は、個人情報の取り扱いに関する 情の適 かつ な に努めなければならない。 

第１４条 の  
本規程に違反する事実または違反するおそれがあることを した会員は、その を個人情報保護
者に報告するものとする。 
２ 個人情報保護 者は、前項による報告内容を調査し、違反の事実が判明した場合には遅滞なく役

員会にて報告するとともに関係部 に適 な措置をとるよう 示するものとする。 

第１５条 研修 
個人情報保護 者は、役員および個人情報を取り扱う会員に対して、本規程を総会 または回覧に
より、 なくとも １回は周知するものとする。 
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第１６条 雑則 
本規程の改廃は役員会で う。 
２ 本規程の実施に必要な事項は別に定めるものとする。 

付則 
本規程は、 ４ ４ ２ から施 する。 
 


